
 

令和 5年 6 月 5日 

山鳥坂ダム工事事務所 

「肱川(河辺川)で、小中学生が水のきれいさを調査」 

～地元小中学生が水生生物を捕まえて水のきれいさを判定します！～ 

 山鳥坂ダム工事事務所は、地元小中学校の協力を得て、河辺川の水生生物を採集し、その

生息状況による河川水質の簡易調査を行います。この調査を通じて、身近に流れる河川の水

質を知ることで、郷土の川への関心を深め、水質保全・河川愛護の普及・啓発を図ることを

目的としています。 

 水生生物による水質調査では、小中学生が採集した川の中の生き物（水生生物）の種類や

数を指標として水のきれいさを簡易的に評価します。 

また、パックテストと呼ばれる水質簡易測定器を使用して、水のきれいさを測定します。 

■実施日時・参加校

令和５年６月７日（水） 【肱川中学校１年生２０名・河辺小学校児童４名】

１３：２５～１４：５０ 

令和５年６月９日（金） 【肱川小学校３年生８名】 

１３：１５～１４：３０ 

■場所

大洲市役所肱川支所裏の河原

国土交通省 四国地方整備局 山鳥坂ダム工事事務所 

ＴＥＬ（０８９３）３４－３０００（代表） 

副 所 長 柴 田  治 信 （ シ バ タ ハ ル ノ ブ ） （内線：２０４）

◎調査設計課長 東 山 遼 （ヒガシヤマ  リョウ） （内線：３５１） 

問い合わせ先 

◎：主な問い合わせ先

過去の調査の様子（水生生物の採集） 過去の調査の様子（水質判定作業）



 

令和５年度 地元小中学生との水生生物調査による水質の簡易調査について 

 

１．目 的 

「水生生物調査」とは、川にすむ生き物を採集（調査後、元の川に戻します。）し、その種類

を調べることで、水質（水のよごれの程度）を判定する調査です。 

身近な自然とふれあうことで、環境問題への関心を高めるとともに広く水環境保全の普及啓発

を図ることを目的に、昭和５９年度から環境省及び国土交通省が全国で実施している調査です。 

水質判定の指標となる水生生物一覧と水質階級については、別紙－１、２をご覧ください。 

 

２．主 催   

国土交通省 四国地方整備局 山鳥坂ダム工事事務所 

  

３．実施日時及び場所 

協力校 月 日 調査時刻 河川名 調査場所 

肱川中学校（１年生） 

河辺小学校児童 
6月 7日(水)※ 13:25～14:50 河辺川 大洲市役所肱川支所裏の河原 

肱川小学校（３年生） 6月 9日(金)※ 13:15～14:30 河辺川 大洲市役所肱川支所裏の河原 

※前日及び当日の天候により延期、または、中止になる場合があります。 

 

４．調査概要 

  １）調査方法 

調査の方法は、川に入り、石の下や間に付着している水生生物等を採集し、その種類や数を

把握することにより水質を判定します。 

 

２）水質判定 

水質の判定は、採集したカワゲラ等の水生生物の種類や数を指標に 4段階の水質階級をもっ

て評価します。 

水質階級 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

水 質 きれいな水 
やや 

きれいな水 
きたない水 

とても 

きたない水 

 

３）その他 

当日、簡易水質調査としてパックテスト（ＣＯＤ、ｐＨ）を併せて実施する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水生生物調査 実施場所位置図 
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水質階級と指標生物 

水 生 生 物 調 査 

川の中には様々な生きものがすんでいます。

特に川底にすんでいる生きものは、過去から調

査時点までの長い時間の水質の状況を反映した

ものであり、どのような生きものがすんでいる

かを調べることで、その地点の水質(水のよごれ

の程度)を知ることができます。 

この調査は、適切な指導のもとの、小学生、

中学生、高校生、一般の人々のだれもが簡単に

行うことができます。 

水生生物調査 

本調査では、川にすんでいる水生生物

のうち、①全国各地に広く分布し、②分

類が容易で、③水質に関わる指標性が高

い、29種を指標生物としています。 

川で水生生物を採集し指標生物の同

定・分類を行い、地点毎に、Ⅰ(きれい

な水)、Ⅱ(ややきれいな水)、Ⅲ(きたな

い水)、Ⅳ(とてもきたない水)の４階級

で水質の状況を判定しています。 

調査方法 

別紙－1 



指 標 生 物 ( ２ ９ 種 ) 
別紙－2 




